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論文題目（外国語の場合は］その和訳を（ ）を付して併記すること。）

A screening method for visual attention disabilities in cerebral palsy with 

periventricular leukomalacia 

（脳室周囲白質軟化症患者における視覚的注意障害のスクリーニング法について）

論文内容の要旨（ 1,000字～ 2,ooq字でまとめること。）

脳室周囲白質軟化症患者 (PVL) の視知覚については，アテトーゼ型脳性

まひ患者 (DCP) と比較して，低下していると報告されており， PVL患者

の視知覚障害には，視覚的空間認知障害，視覚的物体認知障害，図と地の分

離障害などが報告されている。さらに近年では，視床枕の萎縮による視覚的

注意障害の可能性が報告されているが，視覚的注意障害の有無について明ら

かとなっていない。本研究では， PVL 患者の視覚注意障害の有無とそのス

クリーニング方法について検討することを目的とした。

対象は PVL群 14例と対照群の DCP群 7例であり，両群間に有意差は認

められなかった。被検者選択基準は，両眼開放下の視力がで 0.1以上，提示

した課題が理解でき口頭や指差しで解答できる者とした。計測は Eye

Trackerを使用し，画面に課題を提示した。課題は視覚的注意とされる 3種

類①空間的注意課題，②特徴ベース注意課題，③オプジェクトベース注意課

題，また視覚のみで同じ図形の集合体のどちらが多いか（最の課題）， 2から

9個までの図形を視覚のみで数える計数の課題を実施した。統計学的方法と

して，対応のないt検定， Pearson積率相関係数検定で検討した。 PVL群に

おいて，視覚的注意課題が全問正当した者を障害なし， 1つでも誤答した者

を障害ありとして，計数の課題のカットオフ値を ROC解析より求めた。

両群において，視覚的消去課題 (PVL群 6.4土2.4点， DCP群 8.9土0・_4点，

p=0.0026), 特徴ベース注意課題（PVL群 2.4土0.9点， DCP群 3.0土0.0点，

p=0.022), オプジェクト注意課題（PVL群 2.4士0.6点， DCP群 3.0土0.0点，

p=0.0057),計数の課題 (PVL群 6.6士2.6,DCP群 9.0士0.0,p=0.0058)に有意

差が認められた。 ROC解析の結果，視覚的注意障害の有無のカットオフ値

は計数の課題において 8であった（感度 0.80, 特異度1.0,ROC曲線下面積

0.90)。

PVL患者において，視覚的注意障害がみられる課題は，視覚的消去課題，

特徴ペース注意課題，オプジェクト注意課題であり，視覚的注意障害は，視

覚のみで 9つの図形が数えられない場合が判断基準になりうると示唆され

た。
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要 旨

【目的 】脳 室周囲白質軟化症患者 (PVL) の視知鎚に つ いては ，アテトーゼ型脳性 まひ患者

(DCP) と比較して低下していると報告されているが 、PVL患者の視此的注意障害の有無に

ついては 明 らかとなって いない。本研究 では ，PVL患者の視党注意障害の有無とそのスクリ

ーニング方法について検討することを目 的 とした。

［方法 】PVL群 14例 と対照群 のDCP群 7例を対象として 、EyeTrackerを使用し て、視詑的 注

意とされる空間的注意課題 、特徴ベース注意課題、 オブジェク トベース注意課題、 また視

覚のみで同じ図形の集合体のどちらが多いか（拭の課題）、図形を視党のみで数える計数の

課題を 実施し、統計学的解析を行った。

【結果 】各課題で両群間 に有意差が認められ 、ROC解析の結果、視党 的注意障害の有 無のカ

ットオフ値は計数の課題で8であった（感度0.80, 特異度 1.0, ROC曲線下面積0.90) 。

［結論 】PVL患者にお いて、視党的 注意 障害がみられる課題は 、視党的消 去課題、特徴ベー

ス注意課題 、オブジェクト注意課題であり、視党的注意障害は 、視党のみで9つの図形が数

えられない場合が判断基準になり得ることを明らかにした。本研究はPVL患者の視党的注

意障害のスクリーニングの実践に重要な知見を得たものとして、 価値 ある集和であると認

める 。

よって 、学位申請者の 清水俊行は、博士（保健 学）の学位を得る賓格があると認める 。
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